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和歌山県紀の川市

MISSION
「打田駅前エリアにおける空き家の利活用を通じたコミュニティの創出と関係人口の拡大」
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紀の川市の概要

●人口 58,816人（2020国勢調査）
●総住宅数 27,580戸（H30住宅・土地統計調査）
●その他空き家数 2,910戸（H30住宅・土地統計調査）

●アクセス 関西国際空港から車で45分
電車で1時間30分

スカイスポーツ

農産物直売所「めっけもん広場」

※紀の川市は、旧打田町、粉河町、那賀町、桃山町、貴志川町の旧5町が合併して誕生

和歌山県紀の川市
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現状
●紀の川市全体ではH17年の5町合併以降16％人口が減少
●打田エリアだけは、若年世帯の転入も多く、人口が微増している
●人がいるはずの打田エリアでも「まちなか」には人通りは少なく、賑わいがない

打田エリアの人口推移

●古くからの町並みが残る粉河・那賀エリアをはじめ多くの地域で空き家が増加している
●人口が増加している打田エリアも駅前エリアを中心に空き家・空き店舗が増加傾向
→モータリゼーションの進展や大規模小売店の周辺への進出により商店街を中心としたかつての
「まちなか」が衰退している

●市内に近畿大学生物理工学部が立地するが、サードプレイスになり得る拠点がなく、学生などが集える
場所がない
※「サードプレイス」・・・家庭（第1の場）でも職場（第2の場）でもない、居心地の良い第3の場のこと

2000年 2020年

人口 15,194人 15,531人

和歌山県紀の川市
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仮説
●人口が増えている打田エリアにおいて人が集まれる場所が少ない
●かつての中心地である打田駅前エリアには空き家がたくさんある

検証結果

空き家を利活用してコミュニティスペースを作ればまちなかに賑わいが生まれるのでは？

クリエリターによる合同展示会
（参加者約70名）毘沙門堂の祭り

（参加者約800名）

令和4年度に数回イベントを開催するが、いずれも盛況

人が集まれる場所や機会のニーズが高いことが判明

「場づくり」の必要性

和歌山県紀の川市
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課題
●単発のイベントになってしまい、持続可能なコミュニティの形成ができていない
●関係人口の関わりしろを十分に作ることができていない
●若者の居場所や交流拠点の創出ができていない
（学生へのアンケート結果によりニーズがあることは把握済み）

活動内容
●活動地域 打田駅前エリア/和歌山県紀の川市
●取組内容 ① 空き家を利活用した持続可能なコミュニティの創出

② 空き家の利活用を通じた関係人口の拡大創出
③ ①②を通じた打田駅前エリアの賑わいの創出

●協力体制 ・打田駅前自治区の皆さん
・株式会社CASEの皆さん
・紀の川市地域創生課
・那賀振興局地域課 他

6～7月 打合せ（紀の川市）、事前調査
8～9月 現地活動（住民ヒアリング、物件見学）
10～1月 学内研究
2～3月 活動報告会（紀の川市）

※別途、ふるさとワーキングホリデーも実施予定ですので、併せてご参加いただけます。

和歌山県紀の川市

【スケジュール】
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地域課題の解決に向け
一緒に楽しく取り組んでいただける学生の皆さん

ぜひご参加お待ちしております

和歌山県紀の川市


